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午後側カスプ／クレフト域近傍で観測された準周期的現象　-可視オーロラとＨ

Ｆレーダーとの同時観測-

Simultaneous observations of Quasi-Periodic optical aurora and HF radars in the vicinity
of the cusp/cleft region
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昼間の午後側カスプ／クレフト域近傍で頻繁に観測される、準周期的可視オーロラ現象の時間的／空間的な特

性とその発生機構を明らかにすることを目的としている。1997 年 8 月 3 日には昭和第二レーダーが中山基地（～

74.5 j 上空を高時間分解能で観測していた。この日の中山基地は快晴で、地上の全天ＴＶカメラとの同時観測

ができ、これまでにない両者の比較研究が可能となった。これまでに、オーロラの輝度変化とレーダーエコーの強

度変化との関係、及び Pc5 地磁気脈動とドップラー速度変化との関係を示した。

1994 年度より、南極の中山基地(China)におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が行われている。中山基地の

地理緯度、地磁気緯度はそれぞれ~69.4゜,~ 74.5゜であり、昼間の午後側における、カスプ／クレフト域付近で頻

繁に観測される、準周期的可視オーロラ現象を観測するのに適している。また、昭和基地第二レーダー(Syowa East

HF Radar)の視野が中山基地上空をカバーしており、レーダーと可視オーロラとの同時観測が可能である。本研究

では、中山基地の全天 TV カメラを用いることで得られるオーロラの詳細な時間的／空間的発展を解析し、この準

周期的オーロラの特性とその発生機構を明らかにすることを目的としている。

　1997 年８月３日、昭和第二レーダーが中山基地上空を高時間分解能（～17 秒）で観測していた。中山基地は

快晴で、12 時 10 分(UT)から 13 時 50 分(UT) (MLT = UT + 1.3h)にかけて、HF レーダー及び全天TV カメラの双方

で、午後側現象の特徴である時間的／空間的に変動する準周期的現象が観測された。全天TV カメラから肉眼でわ

かる明滅の周期は5～10 分で、その間にさらに細かい周期の明滅(～2 分)も確認されている。形状は東西にのびた

アーク又はバンド状で、PMAFs(Poleward-moving auroral forms)と言われるオーロラの高緯度側への移動も見られ

た。一方、HF レーダーのエコー強度にも同様の準周期的変動が確認できた。興味深いのは、可視オーロラ域と HF

レーダーのエコー領域は異なっており、エコー領域はオーロラ域よりも低緯度側であったことである。しかし、

Syowa East radar の視野と共役の関係にある北半球側の HF レーダー(Iceland East・Finland)からは、オーロラ

と同緯度で同様の準周期的な変動をみせるエコーを観測しており、磁気圏側にその変動の原因があると考えられる。

　この時間帯に起きた関連現象として、中山基地と昭和基地の H 成分の磁場、及び、HF レーダーのドップラー

速度の変動に Pc5 帯の脈動(～400sec)現象が確認された。一方、北半球側でも、昭和基地の共役点であるアイスラ

ンド、IMAGE  chain、そして、Greenland  chain の磁場変動に、同様なPc5 帯脈動が確認されている。IMAGE  chin

の観測結果は、振幅が~70゜付近で最大になり、位相もこの領域を境にして変化していることから、この付近で磁

力線共鳴が起きていることを示唆している。南半球側でも、それを示唆するような磁場変動がみられることから、

北半球と同様に~70゜付近で共鳴が起きていると考えられる。その共鳴域付近でのＨＦレーダーのドップラー速度

変動は、中山基地の磁場変動と良い相関があった。

　また、地磁気脈動と可視オーロラの時間的／空間的変動を比較した結果、可視オーロラの準周期的な発光(時

間的)、および高緯度側への移動 (空間的)は、中山基地上空の磁場の変動(時間的)、および北半球側の IMAGE

chain の観測で確認された高緯度側への波動伝搬 (空間的)とそれぞれ正の相関があることがわかった。更に、こ

のとき中山基地上空を通過したFAST 衛星の粒子データから、2~10kev の加速された電子を観測していることから、

この準周期的オーロラは閉じた磁力線の中で起きていると考えられる。


